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が
差
別
だ
と
思
わ
な
い
し
、
罪
の

意
識
も
全
く
な
い
。
差
別
の
実
態

を
も
っ
と
一
般
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
ら
れ
、

参
加
者
た
ち
は
メ
モ
を
取
る
な
ど

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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木
津
川
右
岸
宇
治
木
津
線
道
路

新
設
促
進
協
議
会
（
会
長
＝
汐
見

明
男
井
手
町
長
）
の
平
成　

年
度

１８

総
会
が
、
８
月　

日
（
金
）、
山

２５

吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
南
山
城
地
方

に
お
け
る
木
津
川
右
岸
地
域
の
調

和
の
と
れ
た
発
展
に
向
け
て
、
宇

治
木
津
線
道
路
新
設
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
城
陽
市
・
山

城
町
・
木
津
町
・
井
手
町
の
１
市

３
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
総
会
に
は
、
構
成
各
市

い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
来
ひ
ん
の
部
落
解

放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
京
都
府

実
行
委
員
会
の
西
島
藤
彦
事
務
局

長
、
地
上
進
山
城
広
域
振
興
局
長

ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
報
告
、

役
員
選
任
、
総
会
決
議
な
ど
が
、

全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
い
て
行
わ
れ
た
記
念

講
演
で
は
「
今
、
こ
こ
に
あ
る
部

落
差
別
」
と
題
し
て
社
団
法
人
東

京
部
落
解
放
研
究
所
研
究
員　

浦

本
誉
至
史
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

浦
本
さ
ん
は
「
２
０
０
３
年
５

月
か
ら
２
０
０
４
年　

月
ま
で
、

１０

　

歳
の
青
年
か
ら
、
面
識
も
な
く

３４全
く
利
害
関
係
の
な
い
私
を
含
む

被
差
別
部
落
出
身
者
多
数
に
対
し

て
、
連
日
ハ
ガ
キ
等
で
差
別
扇

動
・
名
誉
き
損
・
脅
迫
行
為
を
繰

り
返
さ
れ
た
。
差
別
を
行
う
若
い

人
の
多
く
は
、
実
際
の
被
差
別
部

落
を
知
ら
ず
、
行
っ
て
い
る
こ
と

　

８
月　

日
（
火
）、
部
落
解
放
・

２２

人
権
政
策
確
立
要
求
山
城
地
区
実

行
委
員
会
（
汐
見
明
男
実
行
委
員

長
＝
井
手
町
長
）
の
第　

回
総
会

２２

が
山
城
町
の
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ

で
開
催
さ
れ
、　

市
町
村
の
実
行

１７

委
員
会
か
ら
約
４
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
汐
見
実
行
委

員
長
は
「
人
権
侵
害
救
済
に
関
す

る
法
律
は
今
年
１
月
の
第
１
６
４

回
通
常
国
会
で
法
案
の
提
出
が
さ

れ
ず
大
変
残
念
で
し
た
が
、
現
状

を
踏
ま
え
今
後
の
運
動
を
更
に
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
あ

� � � � � �� � � � � � ��
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町
の
首
長
や
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

来
ひ
ん
と
し
て
国
土
交
通
省
京
都

国
道
事
務
所
副
所
長
や
府
山
城

北
・
南
土
木
事
務
所
長
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
汐
見
会
長
か
ら

「
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化

や
公
共
事
業
の
削
減
な
ど
も
あ
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

宇
治
木
津
線
の
整
備
実
現
の
た
め

に
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
事
業
報

１７

告
・
歳
入
歳
出
決
算
報
告
、
平
成

　

年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算

１８案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
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夏
休
み
期
間
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ

う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
奥
西
康
人

委
員
長
）
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を

開
き
ま
し
た
。

　

７
月　

日
（
土
）
の
「
ア
ド
ベ

２２

ン
チ
ャ
ー
」
で
は
、
ふ
る
さ
と
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
付
近
の

「
名
所
」を
探
索
。
昼
食
に
は
椿
坂

の
か
ま
ど
で
炊
い
た
釜
飯
を
味
わ

い
、
午
後
か
ら
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
マ
カ
ロ
ニ
で
自
分
の
名
前
を

入
れ
た
バ
ッ
チ
を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月　

日
（
土
）
は

１２

��������	
�

�������

「
魚
と
り
」
を
行
い
、
南
谷
川
の
ホ

タ
ル
公
園
周
辺
で
カ
ワ
ム
ツ
、
ド

ン
コ
な
ど
を
捕
り
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
、
大
は
し
ゃ
ぎ
し
、

全
身
水
に
浸
か
る
子
も
。

　

８
月　

日
（
月
）
〜　

（
金
）

２１

２５

に
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
「
科
学
教
室
」
の
低
学
年

教
室
で
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
コ

ッ
プ
の
中
に
い
れ
て
炭
酸
水
を
作

っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
に
水
を
入
れ
る
と
で

る
白
い
煙
に
、
驚
き
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

他
に
陶
芸
教
室
や
水
泳
教
室
、

黒
大
豆
収
穫
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
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ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
敷

地
内
に
、
今
年
１
月
に
国
指
定
史

跡
と
し
て
追
加
指
定
さ
れ
た
「 
大 だい

 
安  
寺
旧  
境
内 

あ
ん 
じ
き
ゅ
う 
け
い
だ
い 

附
石
橋
瓦
窯
跡 
」
の

つ
け
た
り
い
し
ば
し
か
わ
ら
が
ま
あ
と

標
柱
と
説
明
板
が
７
月　

日（
水
）

２６

に
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
安
寺
と
は
平
城
京（
奈
良
市
）

に
造
営
さ
れ
た
官
寺
で
、
東
大
寺

建
立
ま
で
は
官
寺
筆
頭
寺
院
の
地

位
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
安
寺

創
建
期
の
瓦
を
焼
い
た
窯
が
石
橋

瓦
窯
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
、
道
路
整
備
と

１４

町
施
設
建
設
に
伴
い
新
た
に
二
基

の
窯
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
町
で
は
、
橋
梁
を
設
け

遺
跡
を
保
存
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

こ
の
窯
跡
は
天
平　
（
７
４
７
）

１９

年
の
「 
大  
安  
寺  
伽
藍
縁
起
并  
流  
記 

だ
い 
あ
ん 
じ 
が
ら
ん
え
ん
ぎ
な
ら
び
に 
る 

き

 
資
材
帳 
」
に
み
え
る
大
安
寺
所
有

し
ざ
い
ち
ょ
う

の
「 
棚  
倉  
瓦
屋 
」
で
あ
る
と
推
定

た
な 
く
ら 
か
わ
ら
や

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
初
期
の
官
寺
の
瓦
生

産
地
と
供
給
地
が
文
献
資
料
と
発

掘
調
査
両
面
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る

初
め
て
の
例
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
「
史
跡
大
安
寺
旧
境
内
」

関
連
施
設
と
し
て
、
名
称
変
更
の

う
え
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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８
月
６
日
（
日
）
に
第　

回
京

１９

都
府
消
防
操
法
大
会
が
府
立
丹
波

自
然
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
井

手
町
消
防
団
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
第
１
分
団
第
１
部

（
南
区
＝
村
上
誠
部
長
）
が
出
場
、

惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の

大
健
闘
し
ま
し
た
。

　

こ
の
操
法
大
会
は
、
府
内　

市
２８

町
村
の
模
範
的
な
消
防
ポ
ン
プ
操

法
（
ポ
ン
プ
車
操
法
・
小
型
ポ
ン

プ
操
法
）
を
実
施
し
、
消
防
団
員

の
消
防
技
能
の
向
上
と
士
気
の
高

揚
を
図
り
、
消
防
活
動
の
充
実
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
。

　

今
大
会
に
、
町
を
代
表
し
て
出

場
し
た
選
手
た
ち
は
、
６
月
始
め

か
ら
週
３
日
間
の
夜
間
訓
練
を
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
行
い
、
こ
の

日
に
備
え
て
き
ま
し
た
。
大
会
で

は
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
た
も
の

の
、
そ
の
成
果
を
十
分
に
披
露
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
出
場
選
手
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
指
揮
者　

西
島
寛
道

�
一
番
員　

西
島
友
和

�
二
番
員　

小
岩
井
純

�
三
番
員　

中
谷
忠
樹
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　本町と宇治市、城陽市、宇治田原町では、市町村合併の
実現に向けた協議をする場として、７月１０日に宇治・城陽・
宇治田原・井手合併任意協議会を設置し、第１回協議会を
行いました。
　協議会は各市町の首長、議会代表、住民代表、京都府職
員及び学識経験者の１９人で構成され、会長には久保田勇宇
治市長が、副会長には野村修三城陽市議会議長が選任され
ました。
　今後協議会では、２市２町が合併した場合における新都
市建設基本構想案の策定や、財政シミュレーション等を行
うとともに住民の意向調査を行い、その結果も踏まえる中
で、法定協議会を設置して更に論議を進めるかどうかを検
討することとしています。
　協議会の開催や資料等については、町ホームページ
（http://www.town.ide.kyoto.jp/）の「合併任意協議会」で
ご覧いただくか、役場２階企画財政課でも閲覧できます。
＊お問い合わせは企画財政課（℡８２‐２００１）まで
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　町では、木造住宅の耐震診断を希望される住民に対し、耐震診
断士を派遣する事業を今年度から実施しています。
　なお、本耐震診断は「一般診断法」による耐震診断であり「精
密診断」ではありません。
��������
��������	
���
�����������
　①１戸あたりの床面積が２４０㎡ 以下で、各住戸の半分以上の床
面積が住宅として使用されているもの。（１戸建て住宅・長屋
住宅等が対象）

　②昭和５６年５月３１日以前に着工し、完成しているもの。
　③耐震診断問診表（建設課で配布します）の診断結果の評点が
合計９点以下であること。

�����
　３０戸（申込み多数の場合は先着順）
����������
　京都府内の建築士事務所に勤務する建築士で木造住宅の耐震診
断に関する講習を受け、京都府に木造住宅耐震診断士として登録
されている者
������
　２,０００円（耐震診断１戸あたりの自己負担額）
�����
��������	
��
������
　①井手町木造住宅耐震診断士派遣申込書（長屋住宅の場合は全
住戸の申込みを同時に提出。所有者と居住者が異なる場合は
同意書を添付）

　②「誰でもできるわが家の耐震診断」
　③建築年月、所有者がわかる書類（次のいづれかの書類）
　　�建築確認通知書又は検査証の写し
　　�住宅の登記簿謄本
　　�建築確認の奥書証明
�����
　１０月３１日（火）まで
����
　①申込みできる方は、対象住宅の所有者又は居住者です。
　②派遣申込書と「誰でもできるわが家の耐震診断」は、建設課
でお渡しします。

　③所有者と居住者が異なる場合は、賃貸契約書など所有者と居
住者がわかる書類が必要です。

�����������
　事業部建設課（℡８２‐２００１）まで

��������	
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式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
記

念
餅
つ
き
を
行
い
、
ま
た
、　

ｍ
３０

の
竹
で
組
ん
だ
流
し
そ
う
め
ん
も

参
加
者
に
振
舞
わ
れ
、
楽
し
く
味

わ
い
ま
し
た
。

多
賀
キ
ン
グ
ス　

周
年
実
行
委 

３０

か
ら　

万
円
の
寄
付

１０

　

８
月
８
日
（
火
）、
多
賀
キ
ン
グ

ス　

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

３０
（
国
本
明
文
委
員
長
）
よ
り
「
教
育

振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

町
に　

万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

１０

た
。
町
で
は
、
今
後
の
教
育
の
推

進
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

７
月　

日
（
日
）
新
四
郎
山
グ

３０

ラ
ウ
ン
ド
で
多
賀
キ
ン
グ
ス　

周
３０

年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
賀
キ
ン
グ
ス
は
昭
和　

年
４

５２

月
創
部
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
。
現

在
の
部
員
は　

人
、
Ｏ
Ｂ
は
１
７

１６

９
人
。

　

行
事
は
２
部
構
成
で
、
第
１
部

で
は
、
現
部
員
と
井
手
ジ
ャ
ガ
ー

ズ
の
交
流
試
合
が
行
わ
れ
、
炎
天

下
の
中
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
木
下
教
育
長
を

は
じ
め
、
小
川
町
議
会
議
長
、
奥

田
体
育
協
会
会
長
、
現
部
員
や
Ｏ

Ｂ
、
井
手
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
の
部
員
等

１
０
０
人
余
り
が
参
加
し
て
開
会

�����������	�

農地転用の手続きはには、次の　 ・　 の２つのケースがあります

転用のケース 申　請　者 提出先 許可権者

農家が自分の所有する 
農地を転用する場合 
（農地法４条）

農地の所有者

売主 　と　 買主
（農地所有者）（転用事業者）

事業者などが農地を買 
ったり借りたりして転 
用する場合 
（農地法５条）

農農 

業 

委 

員 

会

農 

業 

委 

員 

会

農 

業 

委 

員 

会 

ま
た
は

ま
た
は

知　
　
　
　
　
　
　

事

知　
　
　
　
　
　
　

事

農 

業 

委 

員 

会 

ま
た
は

知　
　
　
　
　
　
　

事
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ー
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
は
保

健
セ
ン
タ
ー
、
役
場
衛
生
課
、
賀

泉
苑
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
の
た
め

の
小
児
救
急
医
療
講
座 

〜
小
児
科
を
受
診
す
る
前
の 

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〜

　

乳
幼
児
を
持
つ
父
親
・
母
親
等

を
対
象
に
、
子
ど
も
が
よ
く
か
か

る
病
気
の
基
礎
知
識
や
小
児
科
を

受
診
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
最
新

の
情
報
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
学

び
ま
す
。

日
時
／
９
月　

日
（
土
）
午
後
１

２３

時
半
〜
４
時

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
講
堂（
京
田
辺
市
田
辺
明
田
１
）

内
容
／
①
山
城
北
保
健
所
管
内
の

小
児
救
急
医
療
体
制
及
び
小
児
救

急
電
話
相
談
事
業
に
つ
い
て

②
平
成　

年
度
・
お
父
さ
ん
、
お

１８

母
さ
ん
の
た
め
の
小
児
救
急
医
療

講
座

講
師
／
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
小

児
科
副
部
長　

長
村
敏
生
氏

＊
保
育
ル
ー
ム
を
用
意
し
て
い
ま

す
が
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
９
月　

日
（
木
）
ま
で
に
お
申

１４

し
込
み
く
だ
さ
い
（
生
後
６
カ
月

以
上
の
お
子
さ
ま
が
対
象
で
す
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
府
山
城
北

保
健
所
企
画
調
整
室
（
℡　

‐
２

２１

１
９
９
）
ま
で

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
申
し
込

み
方
法
等
に
つ
い
て
は
９
月
に
配

布
予
定
の
「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
よ
り
申
し
込
み
方

法
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

①
井
手
町
に
住
所
を
有
し
、
予
防

接
種
の
期
間
中
に
お
い
て　

歳
以

６５

上
で
接
種
を
希
望
す
る
方

②
満　

歳
以
上　

歳
未
満
で
心
臓
、

６０

６５

腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

害
を
有
す
る
方
及
び
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能

に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
程
度
の
障
害
の
あ
る
方
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
の
保
持
者
及
び

同
程
度
の
方
）

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

��������
��������	
�
��������	
���
��������

���������	
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　井手町にはたくさんの史跡や名所があります。私達は史跡散策・観光
に訪れる人達や、子ども達を案内し、由来などを伝えることで「ふるさ
と井手」のＰＲとまちの活性化をはかります。
　町内の方で自分の住んでいるまちに興味のある方がおられましたら、
私達が案内しますので、是非一度ご連絡ください。

��������	�
��������

まちづくり協議会団体紹介

●OPEN　午前9時～午後5時
●休館日　毎週火曜日・金曜日

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください

陶芸・ふるさとガイド・かまど炊き体験をしてみよう

椿坂では、現在３つの体験メニューを用意しています。
①陶芸　陶芸工房山吹のメンバーが丁寧にお教えします。
②かまど炊き　昔なつかしい「おくどさん（かまど）」で「ご飯炊き」
を体験できます。
③ふるさとガイド　ふるさとガイドボランティアのメンバーが、無料で
案内します。
＊お問い合わせは、井手町まちづくり協議会事務局（役場企画財政課内
　℡８２‐２００１）まで
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平
成　

年　

月
２
日
（
月
）
〜

１８

１０

　
　
　
　
　
　

月　

日
（
土
）

１２

１６

�
�
�
�
�
�

　

希
望
す
る
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種

�
�
�
�

　

１
０
０
０
円
（
た
だ
し
、
生
活

保
護
世
帯
、
町
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
無
料
）

基
本
健
康
診
査
は 

９
月　

日
ま
で

３０

　

す
で
に
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
町
内
の
各
医
療
機
関

で
基
本
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
実
施
期
間
は
９
月　

日
３０

（
土
）
ま
で
で
す
の
で
、
す
で
に
受

診
票
が
届
い
て
い
る
方
は
忘
れ
ず

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
申

し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
先
に
配
布

し
た
「
各
種
健
（
検
）
診
の
お
知

ら
せ
」
に
添
付
さ
れ
て
い
る
申
込

み
は
が
き
又
は
官
製
は
が
き
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
保
健
セ
ン
タ



　　　　��������

　

今
年
の
夏
は
と
て
も
早
く
過
ぎ
ま
し
た
。

　

毎
年
夏
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦

す
る
の
で
す
が
、
今
年
は
、「
日
本
語
の
勉

強
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
７
月
中
旬
か
ら
約

３
週
間
、「
日
本
語
夏
季
集
中
講
座
」
を
受
講

し
ま
し
た
。
少
人
数
の
ク
ラ
ス
で
日
本
語
だ

け
の
授
業
で
す
。
毎
日
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

そ
れ
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
必
ず
復
習
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
独
学
で
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
た
の
で
、
今
回
の
講
座
は
、
私
の

日
本
語
力
の
ア
ッ
プ
に
と
て
も
効
果
が
あ
り

ま
し
た
。
講
座
終
了
後
も
、
日
本
語
の
勉
強

出
が
あ
り
ま
す
。
離
れ
る
の
は
さ
み
し
い
で

す
が
、
新
し
い
家
で
も
、
ご
近
所
や
地
域
の

方
と
親
し
く
な
っ
て
、
新
生
活
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
は
私
が
日
本
に
来
て
ち
ょ
う
ど

１
年
の
記
念
日
で
し
た
。
日
本
に
来
た
と
き
、

「
あ
り
が
と
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
す
み
ま
せ

ん
」
し
か
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
１
年
た
っ
て
話
す
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き

て
、
日
本
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
和
歌
山
へ
泳
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。

浴
衣
を
着
て
花
火
大
会
に
も
出
か
け
ま
し
た
。

夜
空
に
色
と
り
ど
り
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花

火
は
と
て
も
迫
力
が
あ
り
、
綺
麗
で
し
た
。

　

私
は
今
、
井
手
町
で
英
語
を
教
え
ら
れ
る

こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
保
育
園
、

小
学
校
、
中
学
校
の
み
な
さ
ん
、
先
生
方
、

井
手
町
の
方
々
、
友
達
、
多
く
の
方
々
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
の
毎
日
は
輝
い

て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
！　

２

年
目
も
充
実
し
た
１
年
と
な
る
よ
う
期
待
し

て
…
頑
張
り
ま
す
。

�

�

�

�
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　教育委員会と同和対策室では、日常生活で見過ごしている差別や偏見について考え、幅広く人権問題を学
習することを目的に、「いづみふれあい学級（全７回）」を開催しています。今回は、社会見学として、耳塚や
銀閣寺などの名所を人権の視点で訪れます。学習を通して、人権への関心を高めましょう。
参加を広く呼びかけていますので、ぜひこの機会にお申込みください。

日　時����������午前８時半いづみ人権交流センター集合
 午後５時予定いづみ人権交流センター解散

内　容�人権ゆかりの地めぐり（社会見学）
　　　　～耳塚や銀閣寺を訪ねよう～

講　師�第三錦林小学校　���さん
対　象�１６歳以上の井手町在住または在勤者（定員２５人）
参加費�２,１００円（拝観料・昼食代含む）
お申し込み�９月１５日（金）までに、いづみ人権交流センターへ電話かファックスでお申込みください。
　　　　　　その際、名前・住所・地区名・電話番号をお知らせください。
＊お問い合わせ・お申し込みは、いづみ人権交流センター（TEL８２‐３３８０　FAX８２‐４１１２）まで

��������������

�����

を
続
け
、
も
っ
と
も
っ
と
日
本
語
が
上
手

に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
最
後
の
日
に
、
新
し
い
家

に
引
越
し
を
し
ま
し
た
。
日
本
に
来
る
と

き
に
持
っ
て
き
た
物
、
家
族
に
送
っ
て
も

ら
っ
た
物
、
日
本
で
買
っ
た
物
、
私
の
荷

物
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
荷
造
り
を
し
、
運

ぶ
の
は
大
変
で
し
た
。
教
育
委
員
会
の
方

に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
引
越
し
を
し
た
の

で
す
が
、
荷
物
を
運
び
終
え
た
と
き
に
は

も
う
薄
暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
住
み
慣

れ
た
家
に
は
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い

�������� 秋の文化祭の英語指導助手のコーナーをお手伝いしてくださる方を募集します。
＊お問い合わせは、学校教育課（℡８２‐４３３３）まで
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開
発
や
都
市
計
画
な
ど
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
票
を
お
受
け
取
り
に
な
り
ま
し
た
ら
、
お
早

め
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政
課
（
℡　

‐
２

８２

０
０
１
）
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

日
時
／　

月
１
日
（
日
）
午
前
８
時　

分
〜

１０

１５

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡　
８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１２

２６

　
　

／　

月　

日
（
火
）

１０

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
土
）・　

日
（
土
）

１６

３０

　
　

／　

月
７
日
（
土
）

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１５

２２

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

日
時
／
９
月　

日
（
水
）

２７

　
　

／　

月
４
日
（
水
）

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
半

「
児
童
福
祉
週
間
」 

標
語
の
募
集
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど

も
の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と

定
め
て
、
児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た

め
の
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
も
「
次
世
代
を
担
う
子

１９

ど
も
た
ち
か
ら
の
発
信
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
標

語
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
内
容
／
元
気
で
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
を
応

援
す
る
標
語
や
、
未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語

応
募
期
間
／
９
月
１
日
（
金
）
〜　

月　

日
（
火
）

１０

３１

応
募
方
法
／
①
は
が
き
、
封
書
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
標
語
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
職
業
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
左

記
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募
も
実
施
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
応
募
フ
ォ
ー
ム
」
に
必
須
事
項

を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
／
〒
１
０
５
‐
０
０
０
３　

東
京
都
港
区

西
新
橋
３
‐
３
‐
１
西
新
橋
Ｔ
Ｓ
ビ
ル
８
Ｆ　

財

団
法
人
子
ど
も
未
来
財
団
「
標
語
募
集
」
係
宛

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

‐
６
４
０
２
‐
４
８
３
０

０３

h
ttp
://w
w
w
.ko
d
o
m
o
m
iraizaid

an
.o
r.jp
/

 
   
    
 
 
   
 
 
 
 
 
        
  
  
    
  

主
催
者
／
厚
生
労
働
省
、
財
団
法
人
こ
ど
も
未
来

財
団
、
社
会
福
祉
法
人
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
団
法
人
子
ど
も
未
来
財

団
総
務
課（
℡　

‐
６
４
０
２
‐
４
８
２
０
）ま
で

０３

事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ 

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
　

月
１
日
、
平
成　

年
度
事
業
所
・
企
業
統
計

１０

１８

調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
結
果

は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
が
こ
れ
ら
の
地

　

次
の
よ
う
な
時
は
、
救
急
車
を
要
請
す
る
前
に

も
う
一
度
考
え
て
く
だ
さ
い
。

①
緊
急
性
の
な
い
軽
い
ケ
ガ
や
病
気（
風
邪
な
ど
）

②
入
院
、
通
院
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
（
病

院
で
は
必
ず
し
も
救
急
車
で
行
け
ば
早
く
診
察
し

て
も
ら
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
）

③
歯
が
痛
い

�
�
�
�
�
�
�
�

①
火
事
と
救
急
の
区
別

　

１
１
９
番
を
し
て
、
落
ち
着
い
て
は
っ
き
り

「
救
急
で
す
」

②
住
所
と
氏
名

　
「
井
手
町
大
字
○
○
小
字
□
□
、
△
△
番
地
の

○
○
□
□
で
す
」

③
目
標

　
「
○
○
の
北
側
３
件
目
で
す
」

④
内
容
を
具
体
的
に

�
ど
う
し
て
け
が
を
し
た
の
か
、
ま
た
今
ど
ん
な

状
態
な
の
か
を
簡
単
に
話
す

�
ケ
ガ
人
が
た
く
さ
ん
い
た
ら
、
そ
れ
を
忘
れ
ず

に
話
す

⑤
携
帯
電
話
か
ら
の
と
き
は

�
１
１
９
番
を
す
る
と
場
所
に
よ
っ
て
は
他
の
消

防
本
部
に
電
話
が
つ
な
が
る
の
で
「
井
手
町
で

す
」
と
は
っ
き
り
と
話
す

�
電
波
の
状
態
に
よ
っ
て
切
れ
や
す
い
の
で
、
は

じ
め
に
「
携
帯
電
話
の
番
号
」
を
伝
え
る

�
近
く
に
他
の
電
話
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
電
話

を
利
用
す
る

⑥
現
場
に
救
急
隊
が
到
着
し
た
ら
、
次
の
こ
と
を

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

�
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
容
態
の
変
化

�
あ
な
た
が
傷
病
者
の
た
め
に
行
っ
た
、
応
急
手

当
の
内
容

�
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
及
び
か
か
り
つ
け
の

病
院

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て

〜
本
当
に
救
急
車
が
必
要
で
す
か
〜

　

全
国
的
に
救
急
出
動
件
数
は
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
町
内
で
も
毎
年
救
急
出
動
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
緊
急
性
が
な
い
の
に

救
急
要
請
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
た
め
、
本

当
に
緊
急
性
の
あ
る
傷
病
者
が
救
急
要
請
さ
れ
て

も
、
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

出
動
要
請
の
中
に
は
、「
ど
こ
の
病
院
に
行
っ
た

ら
良
い
か
解
ら
な
い
の
で
…
」、「
救
急
車
で
搬
送

し
て
も
ら
っ
た
方
が
、
早
く
見
て
も
ら
え
る
か
ら

…
」
な
ど
、
急
を
要
す
る
病
気
や
ケ
ガ
で
も
な
い

の
に
要
請
さ
れ
る
た
め
、
救
急
件
数
の
増
加
の
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
１
９
番
通
報
す

る
前
に
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
で
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
か
、
今
一
度
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　

事
故
や
急
病
で
、
症
状
か
ら
見
て

緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
の
助
け
合
い
の
精
神
で
、
正

し
い
救
急
車
の
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。



　　　　��������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�


�
�
�
�
�
�
�


�


�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
�

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１２

２６

　
　

／　

月　

日
（
火
）

１０

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡　

‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２６

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
９
月　

日
（
火
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１９

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
９
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１３

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
��

日
時
／
９
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１２

２６

　
　

／　

月　

日
（
火
）

１０

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
〜
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

日
時
／　

月　

日
（
火
）

１０

１０

�
第
一
期
初
回
は
生
後
３
カ
月
〜
６
歳
ま
で
に
３

〜
８
週
間
の
間
隔
で
３
回
接
種
。
で
き
る
だ
け
４

歳
ま
で
に
完
了

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
１
年

〜
１
年
６
カ
月
の
間
に
１
回
接
種

受
付：

午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
月
）

２５

　
　

／　

月
２
日
（
月
）

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
９
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１１

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２５

場
所
／
玉
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／　

月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

《
転
倒
予
防
教
室
・
健
康
相
談
》

日
時
／
９
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１４

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／　

歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
木
）
午
前
９
時
半
〜
正
午

２８

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／　

月
４
日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１０

�
�
�
�
�
�
�
�
�

《
乳
児
健
診
》

日
時
／　

月
２
日
（
月
）

１０

対
象
／
Ｈ　

・
５
・
８
か
ら
Ｈ　

・
７
・
２
生
ま
れ

１８

１８

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

《
三
種
混
合
》

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
９
月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２２

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
９
月　

日
（
金
）
午
前　

時
〜
正
午

２２

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
９
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２５

《
フ
ェ
ル
ト
手
芸
教
室
》

日
時
／
９
月　

日
（
火
）・　

日
（
水
）

１９

２７

　
　

／　

月　

日
（
火
）

１０

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
前
１
時
半
〜
３
時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

研
修
棟

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

《
社
会
見
学
・
京
都
市
内
》

日
時
／
９
月　

日
（
火
）
午
前
８
時
半
〜

２６

集
合
場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

日
時
／
９
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１５

２９

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
〜
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
し
込
み
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
水
よ
う
か
ん
作
り
》

日
時
／
９
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

２０

場
所
／
玉
泉
苑

�
�����
���	
��

�

���
��

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　

9
月�
日（
木
）

��

　
　
　

〜�
日（
土
）

��



�������������

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

「
筑
波
根
物
語
」　 

水
上　

勉

「
三
年
坂 
火
の
夢
」 

　

早
瀬　

乱

「
夜
の
ジ
ン
フ
ァ
ン
デ
ル
」　

篠
田
節
子

「
空
白
の
叫
び
」
上
・
下 　

貫
井
徳
郎

「
名
も
な
き
毒
」　 

宮
部
み
ゆ
き

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

４
月
〜
９
月　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

　

月
〜
３
月　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１０

☆�
�
��
�
�
�
�
�

��

９
月　

・　

・　

・　

・　

日

１１

１９

２５

２６

２８

　

月
２
・　

・　

・　

・　

・　

日

１０

１０

１６

２３

２６

３０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

「
牢
屋
敷
炎
上
」　 

澤
田
ふ
じ
子

「
さ
い
ご
の
恋
」

 

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ガ
イ
イ

�
�
�
�

「
ぼ
く
と
バ
ブ
ー
ン 
ま
ち
へ
お
か
い
も

の
」 
　

ス
ザ
ン
ネ
・
デ
ィ
ー
デ
レ
ン

「
さ
ん
ぽ
ひ
も
の
は
つ
こ
い
」

 

　

二
宮
由
紀
子

「
マ
ン
ガ
は
い
か
が
？
」 　

村
木
美
紀

☆�
�
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�
�
�
�
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《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　

月　

日
（
土
）

１０

１４

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

９
月　

日
（
土
）

１６

　

月　

日
（
土
）

１０

２１

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

下北サンデーズ
石田衣良
春から大学生になる里中ゆいか
は、芝居のおもしろさを生まれ
て初めて教えてくれた劇団「下
北サンデーズ」に入るのが夢で
…。演劇の街・下北沢を舞台に
贈る、弱小劇団奮闘グラフィテ
ィ！ 『パピルス』連載を単行本
化。

こどもたちへ
水谷　修
子どもは必ず幸せに生きなけれ
ばいけない－。１４年間夜の街を
歩きつづけ、「夜回り先生」と呼
ばれるようになった著者が、ふ
だん子どもたちに語りかけてい
ること、これからよく覚えてお
いてほしいことを綴る。

パイレーツ図鑑
ジョン・マシューズ
夢と冒険と危険あふれる海賊た
ちの世界。海賊の戦い方、海賊
の世界の掟、有名な船長たちの
奇行や波乱万丈の生涯、色々な
海賊旗などが楽しくわかる海賊
図鑑。本文中に貼り付けられた
小事典や封印された書類などの
しかけ付き。

むしプロ
山本　孝
ここは、真夏のオオクヌギスタ
ジアム。カブト対クワガタのプ
ロレス大会「むしプロ」が今は
じまる！  戦いに勝って、あま
～い木の汁をひとりじめできる
のは、はたしてどちらか？
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国
民
年
金
は　

歳
ま
で
が
強
制
加
入
と
な

６０

り
、　

歳
に
な
る
と
国
民
年
金
に
加
入
す
る
資
格

６０

を
失
い
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、　

歳
ま
で
に
国
民
年
金
（
納
付
・
免
除
・
学

６０

生
納
付
特
例
）・
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
加
入
期

間
と
合
算
対
象
期
間
を
合
わ
せ
て　

年
以
上
必
要

２５

で
す
。

　

こ
の　

年
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
、　

年

２５

２５

以
上
あ
る
が
年
金
額
を
増
や
し
た
い
場
合
（
保
険

料
未
納
期
間
や
保
険
料
免
除
期
間
が
あ
る
）
は
、

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

６０

６５

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

４０

方
に
つ
い
て
は
、　

歳
ま
で
の
間
に
年
金
を
受
け

７０

ら
れ
る
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
特
例
的
に

任
意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
を

し
た
日
か
ら
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
保
険
料
を

納
め
な
い
と
資
格
を
失
い
ま
す
。
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毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
に
す
る

と
金
融
機
関
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

�
預
貯
金
通
帳

�
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑

�
年
金
手
帳
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４‐８２‐２００１）まで
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※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで
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また、生き物や食べ物の販売はできません。
出店料�１,０００円（１区画２.５ｍ×２.５ｍ）
募集数�５０店
応募方法�往復ハガキに郵便番号・住所・氏名・電話番号・

出店される品物を明記し、郵送してください。
あて先�〒６１４‐８５１１　八幡市八幡沢１
　　　　城南衛生管理組合広報情報課
　　　　『フリーマーケット応募係』
締切日�９月２９日（金）（当日消印有効）
※１家族または、１グループにつき１枚の応募に限りま
す。（応募多数の場合は抽選）

日時�１０月２９日（日）午前１０時半～午後３時（雨天中止）
会場�洛南浄化センター運動広場・敷地内（八幡市八幡焼木１）

および城南衛生管理組合敷地内（八幡市八幡沢１）
対象�城南衛生管理組合管内にお住まいの方。ただし営業を目的

とした販売業者およびこれに類する方は固くお断りします。
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�info@town.ide.kyoto.jp
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　我が家でシャンプー中です。シャワーにしょっちゅ
う入れてます。
 ････････････････････････････････････････････････ 
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　写真はメールまたは郵送でお送りください（役場持込可）。ペットの
名前・性別、飼い主さんからのコメント、お名前・住所・電話番号を忘
れずに書き添えてください。ご応募お待ちしています。
〒６１０－０３０２　綴喜郡井手町井手南玉水６７
　総務部企画財政課『我が家のペットじまん』係
　E-mail　info@town.ide.kyoto.jp
※ご応募いただいた写真は返却できません

あなたのお家のペットの写真を募集します
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署


